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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年2月5日(2016.2.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　好ましい実施形態において、本発明による医薬剤形は、経口投与に適合されている。本
発明による医薬剤形の投与の好適な他の経路には、膣および直腸投与が含まれるがこれら
に限定はされない。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　結晶性製剤からの薬理学的に活性な化合物の溶出速度は、例えば薬理学的に活性な化合
物の約２～５μｍの粒度への慣用の微粉化による、粒度の減少（それによって溶出のため
の表面積が増加する）により増加することができる。時として、これでは十分ではなく、
ナノ結晶技術が適用される。ナノ結晶は１００～２５０ｎｍの粒度を示し、これはボール
ミル粉砕により、または高密度ガス技術により得ることができる。
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